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〔本校のSSHのねらい〕
自然体験・ものづくりを基盤としながら、多重知能に基づく認知的個性に応じた国際性豊かな才能教
育を推進します。そして、地域の大学と連携し、新しい教育評価法の開発と科学教育のイノベーショ
ンをすすめていきます。

①自然体験・ものづくりを基盤
　　様々な行事や企画を実施する予定です。そこでの体験を科学的
　　な視点でまとめ、課題研究に活かしていきます。
②認知的個性を活かす
　　MIチェック (*１)（生徒１人ひとりの特性を調査するアンケート）
　　を実施し、その結果をふまえて、生徒の変容（変化）をみてい
　　きます。
③国際性豊かな人材養成
　　将来国際的に活躍できる人材の育成を目指し、サイエンスイン
　　グリッシュ、科学英語合宿、タイ・バンコク海外研修 (*２)な
　　どを実施しています。
④大学との連携・高大接続
　　キャンパス内に隣接する岡山理科大学やその他の大学の研究
　　室と連携を取りながら、サイエンスゼミ・課題研究・大学聴
　　講などより深く専門的な学習をすることができます。
⑤教育評価法の開発
　　生徒の力の伸長を様々な角度（評価法）でとらえます。

(*１)　ハワード・ガードナー（発達心理学者）が提唱した多重知能理論に基づいてアンケートを実施
(*２)　加計学園が教育提携をしている泰日（たいにち）工業大学や現地高校を訪問
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理系はもちろん、すべての生徒に自然科学を楽しみ探究する心を育てることをねらいとしています。



教育課程内（SSH対象コース）

サイエンスワーク

サイエンスイングリッシュ

データ解析

　サイエンスワーク（SW）は、敷地
内に大学（岡山理科大学）が隣接す
る環境を利用して、大学の先生の講
義や実習を体験する授業です。生徒
たちは、普段の授業では見られない
ような生き生きとした姿で講義に聴
き入り、実験を体験していました。
さらに深く調べ学習をして、文化祭
等でポスター発表をします。

【2012年4月からの取り組み】
①4月27日　岡山理科大学・生物地球学部　
　中村圭司先生「昆虫の一生・昆虫の生活」
②5月16日　岡山理科大学・工学部
　滝澤　昇先生　「家庭で膨らむ科樂（かがく）するところ」
③6月6日　岡山理科大学・理学部
　堀　純也先生　「医療に役立つ物理学」
④6月13日　岡山理科大学・自然化学研究所
　西戸裕嗣先生　「地球規模での環境変化」
⑤7月18日　岡山理科大学・総合情報学部
　森　裕一先生　「わかりやすいプレゼンテーション」
⑥9月12日　岡山理科大学・理学部
　松浦信康先生　「食品中に含まれる生活習慣病治療薬の開発」

　サイエンスイングリッシュ（SE）では、
将来、国際的な舞台で活躍できる人材の
育成を目指し、オールイングリッシュを
基本として授業を進めています。1年目の
今年度は、英語でプレゼンテーションが
出来るように英語を話す活動をできるだ
け多く取り入れています。
「自己紹介」「商品の売り込み」「岡山の
観光地」のプレゼンを全員が行いました。
英語で積極的にコミュニケーションを図
ろうとする態度が養成されてきています。

　データ解析では、膨大なデータ
をExcelの機能を使って統計解析や
データ分析する方法を勉強していま
す。また岡山理科大学の柳貴久男先
生に統計学の3つの解析手法につい
て講義を受けます。1回目での講義
では生徒たちは、真剣な態度で聴い
ていました。さらに、3回の講義を
受けたのち、学んだ手法を用いてグ
ループでデータ分析をして発表をす
ることを目指しています。

（進学理大コース）
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海外研修

　高校2年生から課題研究が選択できます。岡山理科大学、岡山大学、倉敷芸術科学
大学の研究室から支援を受けます。生物・化学・物理・地学・環境・ものづくりの分
野で大学の実験室を利用して研究する計画です。

　長期休業中（夏・冬・春）には、大学で集中講義を受けます。東京大学、鹿児島大学、
広島大学の先生の支援を受けて、高校での学習を基盤として発展的な内容や先進的な
科学研究について講義を受けます。また、科学オリンピックに挑戦するための科学知
識を得るための勉強も進めます。サイエンスゼミを平素の授業で行うものが、拡充ユ
ニットになります。大学の先生から発展的な内容を学びます。

　タイ・バンコクにある泰日工業大学や現地の高校と連携して、海外でのワークショップ
や異文化体験をします。そのため、事前に科学英語合宿で語学力を養成します。さらに、
日本の自然のルーツを探る学術的な調査として、ヒマラヤにおける植物調査を計画してい



教育課程外（全コース対象）

科学部の活動

2012 SSH関連行事

実施期間 行　事 場所 対象学年

１ 7月15～ 16日 蒜山自然体験 蒜山高原 中２～高２

２ 8月5～ 7日 船の科学・臨海実習 牛窓 中１～高１

３ 8月上旬 上高地自然調査
長野県
松本市

高校生（科学部）

４ ８月7～ 9日 ＳＳＨ生徒研究発表会
神奈川県
横浜市

高校生

５ ８月２１～２４日
サイエンスゼミ「動物の病気を知ろう」
～遺伝子レベルで病気を理解してみよう～

鹿児島大学 高１～高２

６ ８月２２日
科学オリンピックチャレンジ講座（物理）
高校生対象の科学オリンピックの１つである
「物理チャレンジ」のための講座

岡山大学 高１

７ ９月２７～３０日 屋久島・種子島
屋久島
種子島

中２～高２

８ １２月下旬 サイエンスゼミ「性の進化をさぐろう」 東京大学 高１～高２

９ １月５～７日 SEIP（科学英語合宿） 岡山市 高１～高２

10 １月12日 SSH研究発表会 本校 高１～高２

11 ３月上旬 科学オリンピックチャレンジ講座（生物）
高校生対象の「生物学オリンピック」のための講座

広島大学 高１～高２

12 ３月中旬
海外研修（タイ）
泰日工業大学

バンコク 高１～高２

現在、11名の部員が活動中です。今年度SSHに指定されたこともあり、今
まで以上に活動の幅を拡大しています。特に、SSH関連行事を含めてフィー
ルドワークを中心に活動しています。今後、各種の科学イベントや研究発表
にも力を入れていきます。

蒜山自然体験（化石の採集）

船の科学（自作したダンボールボートで海上レース）

バンコクの泰日工業大学と連携全国SSH発表会参加（横浜）

夏には、毎年長野県松本市の上高地で自然調査をしています。
今夏は、梓川の河原で植物調査をしました。ケショウヤナギの芽生えか
ら低木までの分布を追跡しました。



【在学生の声】

【ニュースレター】

進学理大コース１年
岡山市立福浜中学校出身
田中　匡 さん

　入学してすぐにSSHのことを聞きました。もともと宇
宙や天体に興味があったので、深く探求するきっかけ
になり、ためになると思ったので参加しました。サイエ
ンスイングリッシュでは、英語に慣れようとみんなの前
で話すことが多いですが、クラス全員がチャレンジする
ので恥ずかしくはないです。発音が難しいですがレベル
アップを目指して取り組んでいます。
　大学の先生によるデータの解析は、刺激的でとても
ためになります。夏休みには科学の祭典に参加したり、
海外での発表に向けてもっと積極的に取り組んでいき
たいと思います。

特別進学コース１年
岡山大学教育学部附属中学校出身

中村俊輔 さん
　スーパーサイエンスハイスクールの指定を受けた学校では、
他の学校の生徒では体験できないことでも、いろいろと体験で
きます。たとえば、屋久島へ行き、縄文杉の観察や地質・気候
調査、タイへのマングローブ植林活動など様々な体験活動があ
ります。また、種子島宇宙センターに行き、ロケット発射のメカ
ニズムを勉強したりと、生物、化学、物理を多角的なアプローチ
で、個々に見合った教養を身につけることができます。さらに研
究を深めたいなら、同じ敷地内に岡山理科大学もあるので、専
門書を借りたり、研究室を訪問することもできます。こうしたＳ
ＳＨの活動を通じて、新しい発見ができ、将来の道への第１歩に
なるかもしれません。僕は、ＳＳＨでたくさんの経験をし、見聞
を広げたうえで、将来国際的に活躍できる人になりたいです。

中高一貫コース１年
岡山理科大学附属中学校出身

小若未来登 さん
　高校に入学して総合学習の時間にSW（サイエンス
ワーク）の取り組みが始まりました。SWでは大学の
先生方の幅広い分野の講義を受けて、以前から関心
のあった医療や生化学の分野によりいっそう興味が
持てるようになりました。
またその後の調べ学習では、自分が特に興味があっ
た講義の中のキーワードについて、本やインターネッ
トで調べられるので、より理解が深まりました。

　夏休みには鹿児島大学に３泊４日の研修に行きました。そこで附属の動物病院
を見学し、直接動物に触れ合ったり、動物の医療機器を見せてもらったり、大学の
先生の講義を受けたりしました。大学の先生の講義では、様々な症例を見せてもら
いながら、説明してくださいました。動物の医療にも人に用いる医療機器とほぼ同
じものを使っていることに驚きました。また大学では、動物のDNAを増幅させる
PCR法のやり方を学びました。PCR法の実験では濃度調節で結果が変わってくる
ので、繊細な作業が求められます。また、悪性の腫瘍の有無により、結果が異なり
ます。今後はPCR法を使ってRNAと病気の関係について調べていきたいです。
　今回の鹿児島大学での研修において、普段では見られない動物病院の施設を見
ることができました。獣医さんが動物と触れ合っている様子を見て、獣医という仕
事は医師と同じように大切な仕事だなと思いました。

特別進学コース１年
姫路市立城乾中学校出身
小原啓太郎 さん

　最初、ＳＳＨは進学理大コースや中高一貫コース
だけが参加できる企画だと思っていました。しかし、
全コース対象とした企画があることを知り、僕は
積極的に関わりたいと思い参加しました。７月に行
った蒜山では、実際に化石採集をして、地球の歴
史の深さや偉大さを学びました。８月には牛窓で、
ダンボールボートを作りました。最初は沈没してし
まうかと思ったけれど、まったく沈むこともなく、

安定しており、今までのダンボールの常識を覆させられました。９月には、屋
久島・種子島に行く予定です。ＳＳＨの企画に参加することによって、興味・関
心の幅を増やすことができたり、固定観念にとらわれない柔軟な見方が身に
つきました。僕は、特進コースで勉強や宿題に追われるという日々ですが、Ｓ
ＳＨの行事に参加することによって、友達が増え、コミュニケーション力が向
上し、大きく成長できたと思います。この高校生の時期に体験したことの中に
は、一生に一度だけしか味わえないこともあり、誇りと自信につながりました。
　ＳＳＨは自然体験が好きな人にとって、たまらない企画だと思います。皆さ
んも、この岡山理科大学附属高校に来て、ＳＳＨでいろいろな体験をしてみま
せんか。



【加計学園からサポート】
加計学園をあげて取り組むSSH
理事長 総長
加計 孝太郎
　昭和37年に開校し創立50周年を迎えた岡山理科大学附属高等学校が、この度、SSH（スーパーサイエンスハイスクール）の指定を受け
ました。このSSHの目的とは、「高等学校及び中高一貫教育校における理科・数学に重点を置いたカリキュラムの開発、大学や研究機関等と
の効果的な連携方策についての研究を推進し、将来有為な科学技術系人材の育成に資する」とされており、本校がその指定を受けたことは大変、
喜ばしいことであります。
　このSSHの指定を受け、本校では「高大接続」「国際性豊かな人材の育成」「認知的個性を生かす教育」を掲げて取り組んで行こうとして

おりますが、この姿勢は、「一人ひとりの若人が持つ能力を最大限に引き出す」という本学園建学の理念に相通ずるものがあり、言い換えるならば、建学の理念の新しい形
ではないかと思っております。
　本校のコースのうち、「進学理大コース」と「中高一貫コース」が中心となりますが、 SSHの各種の計画は全科、全コースに開かれておりますので、本校に学ぶ全ての
生徒が参加できるようになっています。SSHを本校全体で推し進めていくことこそが、本校の、そして学園の活性化にもつながっていくものと確信しております。これを機
会に教職員と生徒が一緒になって取り組み、岡山理科大学附属高等学校に新しい歴史を刻んで欲しいと願っております。
　なお、具体的な個々の計画についてはホームページにも一部紹介しておりますが、「ダンボールボートに代表されるモノづくり」「科学オリンピックへの挑戦」「英語研修と
マングローブ林の植林ボランティア」「国内や海外での大学研修」「ヒマラヤの植物学術調査」 などを予定しております。
　SSHへの取り組みによって、生徒の皆さんをはじめ、教職員、そして本校が素晴らしい成果をあげることができるようにと、期待しております。

高大接続を進めるSSH　
岡山理科大学　学長
波田　善夫
　理科の大学附属高校でのスーパーサイエンスハイスクールの採択、中学・高校生が「科学への興味や関心」、「科学する心」をますます高め
てほしいと思います。岡山理科大学は、1964年の設置以来2012年４月には４学部体制へと発展しました。理学部では自然界の真理を探究し、
工学部では社会につながる「ものづくり」を、総合情報学部では情報科学技術とそれに立脚する人間社会を、生物地球学部ではフィールドワー
クを中心に自然と生物について深く学びます。こうした大学の環境を将来の日本を担う若い人たちの科学教育に役立てて下さい。高大の連携と
接続は同じキャンパス内に立地する地の利を生かして、一層深まり進んでいくものと期待しています。

　岡山理科大学は、地域社会への積極的貢献の一つとして、理科教育の改善活動に取り組んでいます。高大連携授業の一環として高校生を対象としたテレビオンデマンド講
義の配信やその受講による単位を認定する高大連携も実施しています。出張講義に教員を派遣したり、高校・中学校の実験実習に教員や大学院生を派遣したりもしています。
また、実際の大学の内容を理解してもらうために、高校生が最先端の実験装置を駆使して実験をする体験学習や女子の理系進学を促進するための『理系に行こう』講演会
等の実施は大切な取り組みであると考えています。附属高校では平成24年度スーパーサイエンスハイスクールの運営指導委員として、高大連携・接続教育のイノベーショ
ンに協力と支援をいたします。

〒700-0005 岡山市北区理大町1番1号
TEL.086-256-8511　FAX.086-256-8512
HP http://www.ridaifu.net/

岡山理科大学附属高校
笹ヶ瀬グラウンド

デイリー●

岡山大学

自転車置き場
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【屋久島研修】


